
熊
本
バ
ン
ド
の
人
、
森
田
久
力
人
は
明
治
十
二

年
か
ら
十
午
'
月
に
毛
涯
を
終
え
る
ま
で
同
志

↓

社
で
哲
学
、
・
宗
教
折
学
、
心
理
学
を
教
え
た
。
明
治

一
十
五
年
か
ら
は
神
学
校
の
教
頭
で
あ
う
た
。

彼
の
愚
と
信
仰
と
を
紹
介
し
九
い
。

明
治
十
二
年
六
月
同
志
社
英
学
校
余
科
(
神
学
科
)

一
同
牛
と
し
て
、
卒
業
し
九
。
彼
は
市
原
嘘
宏
、

第山
崎
為
徳
ら
と
共
に
同
ぷ
社
教
員
と
し
て
学
校
に
残

よ
う
な
学
者
肌
の
人
物
で
あ
っ
て
尊
ら
哲
学
、
心
理

学
等
を
研
究
し
て
行
っ
た
。

明
治
十
二
年
六
月
よ
り
七
一
雑
報
の
七
巻
一
五
号

二
七
号
、
一
三
一
号
及
三
三
号
に
渉
り
「
理
学
と
宗
教

の
関
係
」
と
い
う
盟
名
の
下
に
同
導
軍
校
卒
業
式

の
卒
業
器
講
演
を
載
せ
て
い
る
。
こ
れ
は
科
学
と

宗
教
の
特
質
と
関
係
壽
じ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ

の
哲
学
と
示
教
の
関
係
と
い
う
テ
ー
マ
は
彼
の
生
涯

を
通
じ
て
追
求
す
る
課
題
と
な
っ
た
の
で
あ
う
て
、

そ
の
取
扱
い
方
倫
譜
宗
教
的
で
な
く
、
冷
"

哲
学
的
渠
を
以
て
貫
か
れ
、
あ
く
ま
で
器
的
で

あ
る
。
こ
忠
味
に
お
い
て
森
田
氏
は
年
少
の
同
級

者
で
あ
っ
九
心
理
学
者
で
、
し
か
も
哲
学
者
で
あ
っ

た
兀
良
勇
次
郎
氏
、
カ
ン
ト
哲
学
を
よ
く
し
た
中
島

力
造
氏
、
そ
し
て
後
に
哲
学
名
と
な
っ
た
後
誰
火
西

祝
氏
は
同
一
ク
ィ
プ
の
研
裂
度
を
も
う
た
同
倉

人
で
あ
た

た
宮
川
漸
も
同
志
社
女
学
校
に
留
ま
っ
九
。

月
給
は
い
ず
れ
も
十
五
円
で
あ
っ
た
。
(
熊
木
バ
ン

ト
研
究
一
一
.
九
八
貞
)
こ
の
う
ち
器
は
明
治
十
四
年

十
一
月
病
没
し
た
が
、
森
田
は
明
治
一
一
.
十
.
示
二
月

同
じ
く
病
気
永
眠
す
る
ま
で
同
志
社
教
員
と
し
て
貫

き
、
他
は
何
れ
も
転
出
し
九
。

彼
は
他
の
繋
バ
ン
ド
の
同
級
生
の
ご
と
く
伝
道

者
に
も
実
業
家
も
な
ら
ず
、
し
か
も
同
志
社
以
外
に

も
密
し
九
こ
と
が
な
い
。
ま
た
性
格
は
質
実
謹
厳

で
、
ム
に
神
を
X
せ
た
よ
う
な
人
」
と
:
;
わ
れ
た

今

森
田
氏
は
明
治
十
四
年
一
月
六
合
雜
蘭
四
号
に

学
則
論
と
い
う
論
文
を
書
い
た
。
こ
こ
で
は
物

理
学
、
心
理
学
、
法
学
、
政
治
学
、
数
学
等
の
諸
学

に
お
け
る
鴻
遍
的
自
明
な
る
原
則
を
究
明
す
る
学
的

認
哉
方
法
は
、
川
心
楡
又
は
唯
物
倫
の
一
兀
論
で
は
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ム
叫
能
で
あ
う
て
、
物
休
粘
紳
の
ー
.
儿
諭
に
立
つ
べ

き
こ
と
が
綸
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
△
,
H
の
論
卯

学
の
.
部
円
を
な
ミ
両
論
に
当
る
。

明
治
十
五
年
一
月
人
合
讐
(
十
八
丹
)
に
「
義

務
の
舷
本
を
論
ず
を
掲
城
し
て
い
る
。
こ
れ
は
倫

埋
〕
Y
左
而
じ
九
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
学
の
研
究
方

法
に
俄
態
と
財
法
の
一
種
が
あ
る
。
・
演
繹
法

と
は
、
ま
す
遭
義
L
の
益
的
法
則
左
掲
げ
て
、
こ

れ
を
仙
す
る
た
め
に
、
人
冏
精
神
の
働
き
の
休
系

を
剛
ら
か
に
し
、
そ
れ
の
実
践
す
る
方
法
を
吊
す

に
あ
ろ
材
納
法
と
は
人
間
精
神
の
現
象
に
現
わ
れ

た
俳
を
製
し
て
、
行
為
の
根
源
を
明
ら
か
に
し
、

道
義
の
法
則
を
確
立
す
る
に
あ
る
。
(
向
一
七
九
1

一
八
0
頁
)

森
田
は
次
巳
(
一
九
丹
)
に
同
倫
文
の
絖
篇
を
谷

い
て
、
人
側
粘
神
に
義
務
の
慈
纖
が
あ
る
が
そ
の
成

の
た
め
に
は
謡
お
行
為
を
可
能
な
ら
し
め
る
Π

田
が
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
、
と
カ
ン
ト
の
慧
を
導

入
し
、
良
心
は
人
間
行
為
を
道
徳
法
則
の
ル
準
に
照

ら
し
て
、
善
、
惡
を
決
定
す
る
。
そ
し
て
人
間
行
為

の
目
的
は
、
多
数
の
人
間
父
は
人
格
の
祝
福
(
徳
と

幸
福
と
の
一
致
)
を
得
る
に
あ
る
。
と
内
●
倫
と

カ
ン
ト
説
と
の
結
合
を
主
張
し
て
い
る
こ
れ
は
ト

ー
マ
ス
.
リ
ー
ド
お
よ
び
ハ
ミ
ル
ト
、
の
説
に
近

そ
し
て
こ
倫
文
に
お
け
る
部
糟
つ
い
て

は
マ
ー
ク
・
ホ
プ
キ
ン
ス
の
習
を
参
吾
に
す
べ
き
こ

と
を
奨
め
て
い
る
。
次
に
述
べ
る
森
田
氏
著
の
道

義
学
綱
領
」
と
の
関
係
か
ら
見
て
、
こ
の
時
代
の
森

田
氏
は
如
伺
に
ホ
プ
キ
ン
ス
や
り
ー
ド
ら
の
英
米
倫

埋
学
者
の
巻
を
多
く
受
け
て
い
た
か
が
わ
か
る
。

新
島
、
デ
、
ヒ
ス
、
ラ
ー
ネ
ッ
ド
、
グ
リ
ー
ン
ら
に
剌

械
と
指
導
を
受
け
な
が
ら
向
志
社
英
文
科
余
科
在
学

小
か
ら
英
米
哲
学
を
独
力
を
統
ん
で
い
た
の
で
な
い

か
と
思
わ
れ
る
。

道
義
学
綱
領
理
需
の
始
め
に
道
義
学
の
定
義
を

下
し
て
「
仮
に
道
義
学
を
義
務
を
教
ポ
す
る
の
学
科

な
り
と
'
は
ん
か
、
さ
ら
ば
義
務
と
は
何
ぞ
や
、
又

学
科
と
は
何
ぞ
や
、
此
.
一
点
を
説
か
ざ
れ
ば
其
祭
」

i
解
す
る
嘔
能
は
ざ
る
べ
し
、
此
繊
務
の
喫
は
又
他

倫
に
て
為
す
べ
し
、
為
す
べ
か
ら
ず
と
、
工
う
咸
覺

に
し
て
、
通
常
人
々
が
行
為
の
上
に
て
承
認
す
る
処

な
り
。
」
(
一
頁
)
と
述
べ
、
次
に
学
科
に
つ
い
て
説

明
し
て
、
「
第
二
点
の
学
科
と
は
何
の
こ
と
に
て
も

規
祭
く
説
き
明
す
事
な
れ
ぱ
、
茲
に
郵
法
あ
れ
ぱ

其
性
質
を
解
ミ
*
突
は
そ
の
ま
ま
之
を
喉
し
而

し
て
埋
法
を
以
て
災
隈
編
川
す
る
こ
筆
L
一
萪

と
票
。
遭
義
学
に
於
て
も
他
の
学
科
の
卿
く
器

の
理
法
と
茜
用
を
教
示
す
る
も
の
な
り
。
英
国
の

ヘ
ー
リ
氏
は
通
輕
学
は
人
問
の
義
務
と
其
義
務
の
発

す
る
理
由
と
を
教
ゆ
る
学
な
り
と
解
し
、
米
国
の
ホ

プ
キ
ン
ス
氏
は
人
間
の
無
上
目
的
と
其
目
的
を
達
す

る
の
道
を
教
ゆ
る
も
の
な
り
と
説
き
た
り
、
二
学

の
:
需
こ
そ
果
れ
ど
も
其
・
荏
同
一
轍
に
し
て
能

く
道
義
学
の
定
義
を
卜
し
た
も
の
と
言
う
べ
し
。
」

全
頁
)
こ
の
よ
う
な
占
き
出
し
で
、
倫
理
学
を
述
べ

て
い
る
の
で
あ
る
が
、
所
論
の
順
序
構
造
は
ホ
フ
キ

ン
ス
の
「
基
督
教
倫
理
学
」
(
↓
ず
ゆ
ゞ
乏
 
0
{
戸
0
え

号
ル
一
0
ぐ
ゆ
器
伽
戸
昌
又
 
9
牙
=
倉
同
弐
n
巴

の
体
謬
従
い
森
田
氏
の
倫
理
学
需
じ
て
い
る
。

百
二
十
頁
の
書
で
あ
る
。

こ
の
書
の
内
籍
つ
い
て
は
筆
者
は
既
に
キ
リ
ス

ト
教
社
会
問
排
究
(
七
号
九
六
一
一
.
、
四
)
及
び

熊
人
バ
ン
ド
研
究
」
に
お
い
て
或
る
程
度
ま
で
述

べ
た
こ
と
が
あ
る
か
ら
こ
こ
に
は
<
水
り
詳
し
く
は
轡

か
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
書
を
森
田
氏
は
薯
老
名
も

附
さ
ず
発
h
郁
刀
H
も
沓
か
ず
に
.
条
商
桜
会
社
」

と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
出
版
し
た
。
森
田
氏
と
し
て
は

恐
ら
く
神
学
科
彪
の
教
科
書
と
し
て
料
し
た
の
で

あ
て
世
閻
又
は
学
界
に
発
表
す
る
横
り
は
な
か
っ

こ
一
、
、
あ
/
う
し
か
し
、
こ
の
'
村
代
に
お
け
る
駛
杵

し、



散
倫
埋
学
と
し
て
は
小
冊
で
は
あ
る
が
纏
っ
た
し
か

も
学
岡
性
を
も
つ
も
の
て
あ
る

わ
れ
わ
れ
は
こ
の
書
と
先
述
の
前
文
に
お
い
て
、

ホ
プ
キ
ン
ス
か
ら
の
大
き
い
思
想
的
影
總
を
見
る
の

で
あ
る
が
、
ホ
フ
キ
ン
ス
の
先
述
の
「
基
督
教
倫
理

学
」
の
外
に
、
英
国
倫
理
学
者
ペ
ー
リ
ー
の
道
徳
義

務
(
で
.
中
)
正
峩
(
で
.
ご
慣
習
(
で
.
]
念
)
サ
ム
エ
ル
・

ク
ラ
ー
ク
の
義
務
の
根
拠
(
:
一
ω
)
ヘ
ー
プ
ン
の
正

戎
と
不
正
合
・
=
)
ハ
ミ
ル
ト
ン
の
功
利
説
(
で
・
-
S

忌
説
合
・
ホ
)
選
択
説
 
g
・
§
等
の
説
の
批
判
と

共
に
、
カ
ン
ト
善
.
患
論
合
.
Φ
)
道
徳
理
性
合
・
器
中
)

等
々
の
学
説
が
悪
ら
れ
て
い
る
が
、
森
田
氏
の

)し

通
義
学
綱
領
」
で
は
こ
れ
ら
が
允
分
批
判
、
消
化
、

摂
取
せ
ら
れ
て
い
る

な
お
こ
の
ホ
キ
ン
ス
の
↓
ず
ゆ
ゞ
乏
 
0
{
一
0
く
ゆ

曾
五
一
0
ぐ
ゆ
器
山
戸
円
乏
又
δ
=
牙
一
曾
則
一
三
9
 
の

羅
は
明
治
十
下
度
の
英
文
余
科
(
神
黛
)
の
教

科
書
に
使
用
せ
ら
れ
、
金
壽
倫
氏
も
愛
統
し
た
こ

と
を
あ
る
と
こ
ろ
で
語
っ
て
い
る
。
な
お
こ
の
ホ
フ

キ
ン
ス
は
新
島
嬰
氏
が
一
八
七
四
年
ア
メ
リ
カ
ン
.

ボ
ー
ド
の
年
会
に
お
い
て
宣
教
師
に
任
命
さ
れ
九
時

の
総
会
議
長
で
あ
り
、
地
時
ウ
ィ
リ
ア
ム
ス
人
学
の

総
長
を
し
て
い
た
森
田
氏
の
使
用
し
た
の
は
一
八

し
五
年
の
同
書
鋤
七
版
で
あ
る
。
新
島
氏
が
同
志
社

で
修
身
科
の
鞍
科
書
と
し
て
使
用
し
た
も
の
と
思
わ

れ
る明

治
二
十
年
六
合
雑
誌
七
五
号
に
「
哲
学
の
目
的

及
範
囲
哲
学
の
粂
報
」
と
い
う
論
文
を
載
せ
て
い

る
こ
こ
で
は
ギ
リ
シ
ャ
晢
字
か
ら
へ
ー
ゲ
ル
・
ロ

ツ
ツ
ェ
、
ハ
ミ
ル
ト
ン
ま
で
の
哲
学
史
を
瞥
見
し
、
哲

＼ノ

学
は
物
質
、
宇
宙
、
生
物
、
社
会
等
の
事
物
の
全
休

が
成
立
す
る
貞
理
を
究
め
る
学
で
あ
る
か
ら
、
単
に

神
、
余
、
倫
理
等
の
無
形
の
も
の
を
扱
う
形
而
上

学
で
あ
る
と
規
定
す
る
の
は
皮
層
な
見
觧
で
あ
る
と

し
て
い
る
。
そ
の
文
中
に
日
く
、

先
づ
吾
人
の
倫
る
べ
き
こ
と
あ
り
、
第
一
は
近

川
欧
州
哲
学
家
中
第
流
の
数
説
に
通
暁
す
る
こ
と

例
え
ぱ
カ
ン
ト
或
は
ロ
ッ
ツ
ェ
の
如
き
も
の
。
或
る

人
は
へ
ー
ゲ
ル
、
ス
ヘ
ン
サ
ー
、
ハ
ル
ト
マ
ン
等
と
い

＼ノ

う
も
の
あ
ら
ん
な
れ
ど
も
此
等
の
説
は
哲
学
史
に
由

り
て
学
べ
ば
可
な
り
。
第
二
は
哲
学
史
を
器
す
る

を
要
す
、
・
・
・
・
・
・
莢
語
に
て
初
歩
に
適
当
な
る
哲
学
史

『
シ
ユ
ヴ
ェ
グ
レ
ル
」
、
古
今
哲
学
史
は
『
バ
ウ

よオ
ン
」
近
世
哲
学
史
『
ウ
ィ
ベ
ル
ヴ
エ
ク
』
等
な
り
。

第
三
諸
哲
学
家
の
批
評
を
秀
べ
し
、
『
ミ
ル
』
氏

哲
学
批
謬
は
フ
ッ
コ
ツ
ソ
』
氏
の
『
本
北
理

四

同
志
社
で
は
阜
く
か
ら
ス
ヘ
ン
サ
ー
の
無
神
論
に

は
批
判
的
で
あ
っ
九
。
咽
治
十
四
年
六
月
に
山
崎
為

徳
氏
が
「
犬
地
大
原
論
」
を
茗
し
て
ス
ヘ
ン
サ
ー
の

無
神
論
と
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
進
化
論
の
批
判
を
し
た
。

こ
の
書
は
そ
の
英
文
序
文
を
見
る
と
薯
者
は
J
・
D

デ
ビ
ス
と
山
崎
の
共
薯
で
あ
る
。
神
学
教
授
の
デ

.ビ
ス
が
当
時
の
ニ
ユ
ー
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
神
学
者

バ
ウ
ン
(
W
.
司
.
如
0
冬
づ
ゆ
、
m
 
ズ
ゆ
ぐ
富
乏
 
0
{
工
ゆ
門
ず
円
一

仂
勺
含
§
,
m
 
耳
一
一
o
m
0
喜
¥
)
及
び
同
氏
の
仂
三
巳
ゆ
m

一
口
↓
ず
ゆ
一
m
ヨ
心
理
学
者
ホ
ー
ル
(
m
曾
一
選
工
巴
牙

一
=
ゆ
「
門
0
ず
一
ゆ
ヨ
 
0
{
工
三
出
N
コ
戸
一
一
ゆ
)
フ
ィ
シ
ャ
ー
、

フ
り
ン
ト
氏
等
の
諸
薯
か
ら
引
用
し
し
つ
ス
ヘ
ン
サ

ー
と
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
進
化
他
批
判
を
加
え
た
。
著

述
の
動
機
は
当
時
の
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
神
学

者
が
一
般
に
ス
ペ
ン
サ
ー
や
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
進
儒

に
反
対
し
た
こ
と
に
同
じ
ニ
ユ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の

五

論
』
、
ス
ヘ
ン
サ
ー
氏
哲
学
批
謬
は
『
バ
ウ
ォ
ン
』

氏
の
ス
ペ
ン
サ
ー
氏
哲
学
及
第
一
主
擾
攻
究
。
」
(
一

0
八
頁
)
等
で
あ
る
と
。

こ
の
ご
言
に
ょ
っ
て
、
森
田
氏
の
カ
ン
ト
や
、
ロ

ツ
ツ
ェ
を
重
ん
じ
、
ヘ
ー
ゲ
ル
や
ス
ペ
ン
サ
ー
を
軽

視
す
る
か
の
ご
と
き
態
度
が
見
ら
れ
る
。

江ノ
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エ
ー
ル
人
学
出
身
の
デ
ビ
ス
教
授
が
呼
応
し
て
オ
ル

ソ
ド
ッ
ク
ス
神
学
の
立
場
か
ら
反
対
し
た
の
で
あ
ろ

う
。
も
っ
と
も
同
志
社
袖
学
校
の
教
授
皆
が
進
化
論

に
反
対
し
た
わ
け
で
な
く
、
シ
ド
ニ
ー
.
ギ
ユ
ー
リ

ツ
ク
教
授
の
伯
父
ジ
,
ン
・
ギ
ュ
ー
リ
ッ
ク
冑
教
師

は
神
学
校
で
生
物
学
を
教
え
た
が
、
彼
は
イ
ギ
リ
ス

に
ダ
ー
ウ
ィ
ン
を
態
態
訪
冏
し
て
学
問
的
討
議
を
し

た
ほ
ど
念
化
池
ナ
名
で
あ
っ
九
。

ま
た
同
志
社
の
ロ
ッ
ツ
ェ
研
究
は
、
例
治
十
九
作

か
ら
一
十
五
圷
頃
ま
で
い
た
エ
ド
モ
ン
ド
.
バ
ツ
ク

レ
ー
氏
が
ま
ず
ス
ヘ
ン
サ
ー
と
ロ
ッ
ツ
ェ
の
講
義
を

し
た
。

バ

ツ
ク
レ
ー
氏
は
例
治
二
十
示
十
月
の
同
荘

文
饗
雑
壁
六
号
に
冒
字
研
究
の
準
備
」
と
い

う
一
文
を
専
て
彼
の
立
場
を
示
し
て
い
る
。

「
哲
学
を
研
究
す
る
に
は
諸
科
の
万
有
学
、
即
ち
入

文
、
皆
、
槌
物
、
動
物
、
街
倫
科
学
を
既
に

熟
知
し
お
れ
り
と
仮
'
定
し
置
か
ざ
る
を
得
ず
、
ジ
ャ

千
1
氏
『
終
極
原
因
論
(
〕
§
一
、
如
一
亘
δ
号
器
巴

及
ス
ペ
ン
サ
ー
氏
『
第
一
彊
(
め
で
今
§
、
m
 
劉
二

ヤ
昔
目
一
含
)
を
研
究
せ
ん
に
は
、
右
諸
科
の
学
は

不
断
其
要
す
る
処
な
り
。
・
・
・
・
・
・
加
之
万
有
折
畢
と
称

す
る
学
科
を
研
究
し
、
運
動
物
質
及
物
理
学
は
突
に

不
可
欠
者
な
り
、
過
る
数
十
卸
冏
に
ロ
ッ
ツ
エ
ー
を

し
て
最
も
秀
越
せ
る
哲
響
た
ら
し
め
九
る
は
大
に

氏
の
右
諸
科
学
に
登
せ
る
に
基
き
、
ヘ
】
ゲ
ル
を

導
き
て
今
日
喝
笑
の
種
子
と
な
れ
る
、
幻
想
の
域
に

到
ら
し
め
た
る
は
、
此
諸
科
学
を
習
得
せ
ぎ
り
し
に

依
る
」
(
四
頁
)
と
。

明
治
二
十
=
.
年
頃
の
恩
社
姦
学
校
及
び
神
学

校
は
右
の
よ
う
藷
理
、
心
理
、
道
義
及
び
自
然
科

学
を
予
備
学
と
し
て
、
ス
ヘ
ン
サ
ー
の
「
第
一
原
理

論
」
奮
義
せ
ら
れ
ロ
ッ
ツ
エ
の
ミ
ク
ロ
コ
ス
モ
ス

の
莢
訳
(
"
0
§
、
m
 
冨
一
9
0
8
m
a
0
巴
が
教
科
轡
と

し
雨
義
せ
ら
れ
た
0
 
同
時
に
シ
ー
リ
ー
訳
の
シ
ユ

ベ
ー
グ
ラ
ー
の
西
洋
哲
学
史
 
m
δ
ず
§
如
一
四
、
m
 
工
一
m
・

8
選
 
0
{
で
豆
o
m
0
喜
イ
)
ラ
ッ
ド
生
理
的
心
理
学

合
鳥
、
m
 
勺
ず
器
一
0
-
0
四
邑
ヤ
ず
三
0
-
0
雫
)
及
び
シ

ユ
ミ
ッ
ト
「
ダ
ー
ウ
ィ
ン
氏
繞
(
m
0
ず
ヨ
一
ル
、
m
 
↓
語

↓
ず
8
二
霧
 
0
{
口
曾
三
=
等
が
参
門
書
又
は
教
科

ゞ
し
て
使
用
せ
ら
れ
た
(
五
頁
)

森
田
氏
は
こ
の
バ
ッ
ク
レ
ー
氏
か
ら
独
逸
語
を
学

修
す
る
と
共
に
ス
ヘ
ン
サ
ー
及
び
ロ
ッ
ツ
ェ
哲
学
の

指
導
を
受
け
、
バ
ッ
ク
レ
ー
に
続
い
て
ロ
ッ
ツ
エ
哲

学
を
教
授
し
た
。

森
田
氏
は
明
治
十
八
年
頃
に
は
同
僚
ラ
ー
ネ
ッ
ド

教
授
に
つ
い
て
、
わ
が
国
に
始
め
て
の
経
済
学
倫

義
を
聞
き
、
英
文
で
ノ
ー
ト
し
た
(
熊
木
バ
ン
ド
研

究
参
照
)
。
彼
は
正
砕
な
英
文
を
H
川
い
た
。

明
治
二
十
二
年
九
月
か
ら
二
十
五
年
六
月
ま
で
工

ー
ル
大
学
に
留
学
し
た
。
従
兄
弟
の
原
田
助
(
後
の

同
志
社
総
長
)
と
市
原
盛
宏
(
後
朝
鮮
銀
行
総
裁
)

と
一
緒
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
哲
学
、
心
理
学
(
フ
ッ

ド
教
授
)
倫
理
学
、
経
済
学
、
生
理
学
等
を
学
ん
だ
。

ま
た
明
治
二
十
四
年
九
月
か
ら
翌
年
六
月
ま
で
、
同

火
学
で
、
東
洋
哲
学
史
の
誥
義
を
し
た
。
そ
し
て
こ

の
東
洋
哲
学
史
に
よ
っ
て
工
ー
ル
大
学
よ
り
P
H
D

の
学
位
を
受
け
九
。
こ
の
工
ー
ル
大
学
で
東
洋
哲
学

史
の
講
義
を
し
得
た
の
は
、
そ
の
儒
教
及
び
和
学
の

学
殖
の
白
信
を
示
す
と
共
に
彼
の
語
学
力
の
豊
か
さ

を
も
示
す
も
の
で
あ
る
。
優
れ
九
英
語
力
は
山
崎
、

下
村
、
金
森
小
崎
、
泌
老
名
、
横
井
等
の
同
期
の

熊
本
バ
ン
ド
出
身
者
の
共
通
の
現
象
で
あ
う
て
、

熊

本
洋
学
校
に
お
け
る
ジ
ェ
ー
ン
ス
教
授
が
独
り
で
、

四
力
年
間
藷
、
数
学
、
物
理
化
学
、
地
理
、
天
文

測
量
術
等
の
初
等
普
通
学
を
す
べ
て
落
白
を
使
用
し

て
、
九
え
ず
試
験
で
競
争
せ
し
め
て
鍛
え
上
げ
た
上

に
同
志
社
で
宣
教
師
等
に
よ
っ
て
訓
練
せ
ら
れ
た
賜

物
で
あ
っ
て
、
金
森
氏
が
後
年
欧
米
及
び
ニ
ユ
ー
ジ

ー
ラ
ン
ド
等
蛋
語
説
教
を
も
っ
て
譜
し
成
功
し

六
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九
際
の
思
い
出
に
、
熊
本
洋
学
校
の
篇
教
育
の
顧

し
て
い
る
こ
と
に
ょ
っ
て
も
充
分
う
か
が
え
る
の
で

あ
る
。
森
田
氏
が
工
ー
ル
留
学
中
の
一
つ
の
工
。
ヒ
ソ
ー
ド

を
紹
介
す
れ
ぱ
、
氏
は
あ
る
時
旧
師
ジ
ェ
ー
ン
ス
氏

゛
＼

を
紡
問
し
九
。
(
多
分
ミ
シ
ガ
ン
州
ア
ナ
ー
.

で
あ
っ
た
ろ
う
今
註
)
す
る
と
旧
師
は
「
お
前

は
<
,
何
忘
勉
強
し
て
い
る
か
」
と
問
う
九
。
森
田
氏
は

「
、
フ
ッ
ド
教
授
の
『
生
理
的
心
理
学
』
(
「
区
0
-
0
伽
一
容
一

「
m
§
0
-
0
塗
)
を
や
っ
て
い
ま
す
」
と
答
え
た
と
こ

ろ
何
だ
、
い
つ
ま
で
ル
ミ
や
選
0
ず
0
-
0
安
を
や

て
い
る
の
か
」
と
言
わ
れ
て
森
田
氏
は
驚
い
九
と

の
こ
と
で
あ
る
。
(
今
泉
真
幸
氏
談
)

し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
論
文
は
次
に
杏
か
れ
九
「
力

ン
ト
の
宗
教
思
想
へ
の
前
奏
曲
と
な
っ
て
い
る
。

明
治
二
十
八
年
六
合
雑
誌
一
七
七
及
び
一
七
八
号

に
「
カ
ン
ト
の
宗
數
慧
」
を
占
い
た
。

「
彼
(
カ
ン
ト
)
は
元
来
ヴ
ォ
ル
フ
学
派
の
人
、
晩

年
に
至
る
ま
で
、
其
式
を
守
り
、
千
思
万
芳
、
究
理
心

の
満
足
を
求
め
ん
と
し
た
り
し
や
明
ら
か
な
り
。
今

日
よ
り
之
を
察
す
れ
ば
、
彼
屡
々
ヴ
ォ
ル
フ
と
ヒ
ユ

ー
ム
と
の
中
問
に
仂
徑
ひ
し
跡
あ
り
、
是
れ
一
見
其

需
{
な
る
が
如
く
な
れ
ど
、
其
誠
実
な
る
、
目
的
と
飛

凡
な
る
研
究
法
と
を
見
れ
ぱ
此
の
無
は
氷
解
せ
ん

然
ら
ぎ
れ
ぱ
「
窮
理
的
理
性
批
評
」
(
純
粋
理
性
批
判

今
谷
)
第
二
版
の
序
文
を
了
解
し
得
ざ
る
な
り
、
其

文
に
凹
く
『
神
、
自
由
及
霊
魂
不
滅
の
知
識
を
排
除

し
て
、
信
仰
に
,
鳳
由
の
余
地
を
与
え
ん
た
め
な
り

と
。
以
て
看
る
べ
し
、
そ
の
如
何
に
実
地
的
に
し
て

而
も
人
情
世
道
を
尊
重
せ
し
か
を
。
宜
べ
な
り
、
彼

が
軽
繰
浮
薄
な
る
懐
疑
説
を
弁
難
せ
し
勲
功
の
、
か

の
昧
国
の
り
ー
ド
に
優
る
あ
る
も
決
し
て
劣
る
な
き

や
。
・
・
・
・
・
・
篤
理
と
徳
行
と
を
区
別
せ
し
も
、
ス
。
ヒ
ノ

ザ
と
共
に
、
大
い
に
実
地
遭
徳
を
賀
め
り
、
又
ヘ
ー

ゲ
ル
と
同
く
、
ひ
そ
か
に
宗
教
の
慈
奥
に
も
ま
た
理

性
の
気
脈
を
認
め
た
り
。
看
よ
、
如
何
に
彼
が
独
断

説
と
経
智
と
、
器
派
と
現
実
派
と
、
予
需
と

さ
て
、
明
治
二
十
六
年
六
合
雑
誌
一
五
二
、
一
五

及
び
一
五
五
号
の
三
回
に
わ
た
っ
て
「
宗
教
哲

、

学
論
理
法
の
歴
史
及
批
評
」
の
論
文
を
載
せ
て
い

る
0
 
こ
れ
は
デ
カ
ル
ト
、
ベ
ー
コ
ン
及
び
ロ
ッ
ク
の

主
著
の
内
谷
を
い
ち
い
ち
述
べ
つ
つ
そ
れ
を
ク
ノ

フ
ィ
シ
¥
ー
、
セ
ス
、
ヴ
ン
ト
、
フ
レ
ー
ザ
ー
、

.

ク
ザ
ン
、
ゲ
リ
ー
ン
、
ハ
ッ
ク
ス
レ
ー
、
デ
ユ
ー
イ

1
等
の
書
を
用
い
な
が
ら
詳
し
く
批
判
し
、
同
時
に

ラ
イ
ワ
ニ
ッ
ツ
、
ハ
ー
ク
リ
ー
、
ヒ
ユ
ー
ム
に
.
"
^

七

山
由
論
と
、
完
粂
説
と
快
楽
説
と
を
仲
裁
せ
ん
と
勉

め
し
を
」
(
四
大
九
頁
)

こ
の
一
句
を
見
て
も
、
十
八
世
紀
の
欧
州
愚
界

の
帖
況
に
対
し
て
正
し
い
知
識
と
洞
察
を
も
っ
て
い

た
か
、
ま
た
、
カ
ン
ト
と
Ⅱ
<
に
英
の
ト
ー
マ
ス
、

リ

ハ
ミ
ル
ト
ン
等
に
対
す
る
森
田
氏
緑
価
の

゛
、
、

正
ψ
1
さ
を
窮
う
こ
と
が
出
来
る
。

森
田
氏
は
続
い
て
純
粋
理
性
批
判
と
弐
峻
騨
性
批

判
の
中
心
的
諸
問
題
を
論
じ
、
両
批
判
の
関
倭
左

明
ら
か
に
し
吏
に
進
ん
で
、
理
性
の
限
界
内
に
お
け

る
宗
教
を
論
じ
て
い
る
。

筆
者
は
森
田
氏
の
宗
教
哲
学
の
立
場
は
明
ら
か
に

カ
ン
ト
哲
学
で
あ
る
と
亘
て
誓
で
は
な
い
と
思

う
。
森
田
氏
は
明
治
二
十
八
年
七
月
岡
志
社
で
h
な

わ
れ
た
組
合
教
会
第
七
回
夏
期
学
校
に
お
い
て
、
カ

ン
ト
の
宗
教
哲
学
」
と
い
う
溝
演
を
し
た
が
、
そ
の

内
容
の
詳
細
な
籌
の
原
稲
が
残
っ
て
い
る
が
、
細

か
い
と
こ
ろ
は
種
々
違
っ
九
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
骨

十
に
お
い
て
は
ほ
と
ん
ど
こ
の
論
文
と
同
じ
で
あ

る
。
こ
う
し
九
形
で
森
田
氏
は
新
神
学
器
の
流
れ

の
中
に
乗
り
出
し
た
と
一
百
い
得
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

(
文
学
部
教
授
・
哲
学
)
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